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1 はじめに

日本スポーツ界における暴力的体質

ー諸外国の新聞が伝える日本社会の様相一1

花井晶子

2012年12月、大阪市立桜宮高校のバスケットボール部キャプテンが、コーチの体罰が原因で自ら命を絶っ

t;::, それ卯足、日本のスポーツ界での暴力行為がしばしば祝賄氏ヒをにぎわ匂to最も話題となったのは、ロ

ンドンオリンピック代表を勾以好弓譴鑓評1酪5が監督に菌寺を受けたと、日本オリンピック委員会に直訴し

たことであっにそ四浩果監餡まその事実を認め、辞任を紺義なくされにまた時期を同じくして、柔道の元

オリンピック金メダリストが女子学生に対する性的暴行罪で有罪半膨透受けたことも、日本のスポーツ文化に

暴力的体質が内在することを改めて国民に知らしめる契機となったその後全日本柔葺堅盟ば改革む旦られ、

上村春樹会長以下役員全員が入れ替わったが、その中に初めて冴5の女性役員を加えるという大きな変革期を

迎えた3

日本発のこのようなできごとは、当然のことながら諸外国でも報道されたここではその中から主に、日本

のスポーツ界における暴カ・体罰問題の原因について蔀唆しているものを取り上げる。海外⑰姻筐では日本社

会の何に着目しているのか、その視点には妥当性があるのかを検証しながら考察する。

2 記事の収集方法及び分析の方法論

新聞記事の収集には、 LexisNexisAcademic2というデータベースを利用する。ここから抽出したオースト

ラリアのTheD.叫y花legraph、イギリスのTheIndependent (オンライ凶記事）、アメリカのTheNewJv汰

徊 esの記事を扱う。

記事の分析にはN.Fairclough (1993)のCDA催丼捉ディスコース分析）理論を利用する。また一部の記

事にはメタファ一分析が含まれるが、その方法としてはLakoffand Johr逗 m(2003)の理論を参照する。

3 日本スポーツ界の「暴ガ由ぎ報じる朗ョ鼎記事

1本稿は 2013年 9月 21日、大阪府立大学で開催された日本メディア英語学会西日本地区例会にて口頭

発表したものに、大幅な修正・ 追加・ 変更を施し、書き換えたものである。
2 大阪大学図書館のウェブサイトでは、世界各国の新聞・雑誌など 5,900以上の情報源を収納している

データベース、として紹介している。
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以下にこの問題を扱っている新聞記事を掲載ずる。最初に記事のソースとなっている親謁名（その創立時期、

販翠諏などを註で示ず）、次に記事の見出しを太芋で示す。三行目に執筆者（背景情報を得られた者につい

てはそれを註で示す）、記事⑬綱成日、掲載ページを記し、オンライ凶記事にi討獄即隷lも明示する。記事の

引用には、記事の最初に書かれているリード部分を挿入する。英文には「」内に日本語訳を付す。記事中、「暴

力性を表わす用語に下線を施す。

3-1 The Daily Te/egrap/rー StateEdition (Australia) 

Coaches delivered bea岬「コー升車旦立を繰り返す」

byKyokoH細 gawa4,Jan. 31, 2013, p. 90 

加ad]JAPAN'S Olympic female judokas were beaten with bamboo swords and slapped by their coaches, 

officials said yesterday. The admission comes weeks after a迅hoolboysuicide sparked debate over rorporal 

punishment. 

「日本のオリンピック女子柔適襲手たちがコーチ陣に竹の刀で殴られたり 平手打ちをされたと、昨日

が述べた3 この事実が明ら訊こされたのは、一人の高校生の自殺が佐罰をめぐる論議を引き起こしてから何週

間もたってからのことである」

The admission comes weeks after…「事の次第が明らかになったのは何週間もたってから」からは、当

局の対応◎璧さに対する非難の知寺ちが認められる。 a~hoolboysuicide sparked debate「男子生徒の自殺が

論議を引き起こした」のsparkは、「一瞬のうちに火花が飛ぶ」「パっと閃光を発する」というイメージを与え

るが、それとぱ四吏吋は噌日りがかかっていることに、「ようやく、今頃になって」という気持ち汎惑じられる。

高藍の自殺をめぐって臼ぐにメディアで取り上げらねあっという間に封国に知紺度っ打鱗餞まきおこ

したのに、柔道の場合は本人たちが訴えてもなかなかその声が届かなかったこの対応の違いに着目すると、

女性たちが訴えた相手は日本スポーツ界の巨大な組織であり、そこにはさまざまな思惑があったのであろうと

いうことがボ唆される。

Under a 1947 law, teachers are not permi血dto physically di釘iplinetheir charges, and many react with 

horror to the idea. 

「1947年の法律の下では、教師は生徒を身伽的に罰することは許されないが、この哩念に対しては多くの教

師詞蛍い反感を斥した」

教師の体罰禁止は、其ま18791¥-(明治12年）に始まっていた5。つまり、最初の法律からは135年、戦後の

新しい法陶ゞできてからもすでに67年がたっている。それでも今でも体罰問題がなくならないのは、おそらく

3シドニーで粥子されている日干甑で、倉1位は1879年。ウェブサイトRye函 nindexの'SydneyDaily Thlegraph"より。
2011111111 (12:ooAM)f寸DailyThlegraph紙'It'sofficial・The Daily'Thlegraph is simply the best''という記卯こよれば、同祇び彩子
剖屡けま舛万8千部となっている。
4 日本人名と思われるが、オーストラリア紙の記者であるので、ここでは海外発の日本記事の一つとし
て、他紙と同様に扱う。
5 日本では 1879年（明治 12年）には学校体罰が法禁されていた。世界的にはかなり早く、これ以前に
ヨーロッパで学校体罰を法禁していた国は 6カ国のみであった。寺崎 (2001)p. 225。
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教師の側には、実際万判蓑具場での体罰は当たり前という認識があるのだろうと考えられる。そのことが、

many react with horror 1D the idea「多くの教師がこの理念に反感を示した」という音紛に示されている。体

罰を法律弓李止されたら、どうやって生徒を指導す因まよいのかという教師恨⑰反発や戸惑いが、ここから推

察される。

Japan's education system re血nsmany of the quasi-militaristic attitudes that were common when public 

叫hoolingbecame widespread in the first half of the 20th century. 

「日本の教育制度は、2仇比紀前半に公教育が広まった時には普通に見られた半軍国主鶉財頃向のある多くのも

のを、いまだに保持している」

retainsからは「ま芯寺っている」「持ち続けている」、 thatwere commonからは「（当靡お当たり前だっ

た」という意識洲云えられる。そこには、今i胡粒勅ゞ違っているのに、日本の教育がいつまでもthequasi・ 

militaristic attitudes「鵬調の麟」を捨てずにいるとはあまりにも暇迎知だという瞬麻見勅嘩調

されている。この軍国主義の影叡こついては、朝日新聞紙上で政治学者片山杜秀氏が、日露戦争後の大正末期

から学校体育に軍事炭棄潤果されたことにルーツがある、と述べている6。「持たざる国」の敵国は体格もよ

く、装備もすぐれていt::oそれに対充するために虞寄申力の剣図ゞ必要であり、やる気のないものには「体罰」
が課された戦後日本から軍隊はなくなったが、「暴力的指導の伝統」は残ったそれが今日のスポーツ界に

も受け継がれていると解説ずる。つまり、今日のスポーツ界に蔓延する「しごき」や「体罰」は、 100年以上

前の軍隊の因統の残滓であり、その暴力的な指導を受けた選手が指導者となって、次世代にまた「体罰」を引

き継いでいく。それが日本スポーツ界の開図であると考えることは、現実を反映していると思キれる。

3-2 The !no知玉f(on-I ine) (U() 

Judo: Slap成 kickedand bea杞nwi出 bamboo —如血血皿 horrors that Japan's women 

underwent in山erun-up tn London 2012 ; 極 Europe'sleading judo players ga山erin Budapest fur 

枷 EuropeanChampionships, 山efull stnry is emerging of what Japan's women suffered ahead of 

last year's Olympics「楽薗：手寸勅虹足で巌られ、竹芍要られたーロンドス刻汲F大会ぺ戌闘緞

階で日本の女子選手たちが体験したさまざまなトレ—ニング必親布；ヨーロッパの主要な柔箇墜手が欧

州選手櫛吋こめにブダペストに集合するにつれて、昨革かオリンピックに先立って日本の女子選手たち

が被ったことの一部始終が明らかになろうとしている」

by David McNeill8, Apr. 28, 2013, 12:00 AM GMT, Section: Sport 

6 片山杜秀「体罰、近代日本の遺物」朝日新聞 2013/2/19(p. 16)。
7イギリスの日刊全国紙。創刊は 1986年 10月と新しいが、 TheGuardian、The乃mesと並ぶクオリ
ティペーパーの一つ。どの政党からも独立していることを旨とする。クロージャー (1991)p. 72。創刊
年の発行部数は42万部とあるが(p.216)、2013年8月のイギリスのABC(Audit Bureau of Circulation) 
の統計では、 6万9千部に減っているa ウェブサイト MediaNews " National Newspaper Circulation 
Figures Decline''より 'a

8 Japan Timesのライター紹介によれば、記者はアイルランド出身で、現在は東京在住。上智大学で教
鞭をとるかたわら、複数の国際的な報道機関に記事を提供している。ウェプサイト"TheJapan Times 
Writer"より。
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[Lead] In the afterglow of the London Olympics, Ryuji Sonoda enjoyed the sort of gold-pla詔lreputation 

enjoyed only by a small group of elite athletes in Japan. A former junior judo star, the 39-year-old was 

known for his fierce dedication to the traditional martial art and its sweat-drenched ethic of discipline and 

courage. 給 headcoach to Japan's fem幽 Olympicsquad he was revered, watching over the women last 

summer like a bear over his cubs .... Unlmown to all but the women, however, Sonoda practised a 

particularly painful brand of tough love. 

「ロンドンオリンピyクの鑓勤残る中、日本のエリートスポーツ選手訓集団だけに享受される金ピカの名

声ともいえるものを、園田龍二ぱ楽しんだ）かつてジュニア柔道の花形選手であった39歳の園田は、この｛母充

武芸への、そしてその規律と勇気とをお釘戸5スポーツ倫理への、熱田迎は献身で知られていた日本女子オ

リンピyク選手洲寸きの監督として崇拝され、昨年の夏、熊が小熊を見守るように、女子選手たちの面倒を見

た。しかし園田は、女子選手以外環佳にも知られていないのもが、愛竺鞭のとりわけ痛ましい悔叩を醐子した

のであっt-:.1

女子柔道監罰園田龍二を皮肉たっぷりに描写している。園田はaformer junior judo star「ジュニア柔道の

元花形選手」であったと、昔の華々しい栄光を紹介した後に、 39歳になった彼の現在の活躍が語られる。柔道

へのdedication「献身」、 hewas revered「尊敬を受けていた」、 watchingover the women「女子選手たちの

世話をした」など、一見肯定的に見える言葉が並ぶしかし最後の文では、 unlmownto all but「～しか知ら

ないことだが」と、 however「でも輿ま」という言い回しによって、一気にその裏の面を暴露する。驚くこと

に、園田はtoughlove「愛の鞭」を振っていたというのである。

一行目のgold-platedreputation「金ピカの名声」に始まり、肯定的な名詞に否定的な形容詞が（顔徊されて

いる事例が目につく。ここに記事の隠れた意図が見え隠れする。 gold-platedはおそらくオリンピソクの金メ

ダルを、菌識した言葉と思えるが、「金メッキされた評判、ただ金ピカのように見えているだけの見せかけの名

声」であろう。三行目のhisfierce dedication「彼のすさまじいまでの献身」からも、別の懃来情早かび上がっ

て来る。 fierceの本如的な懃床溝猛な、残忍な、攻撃的な」を考えると、 dedicationのもう一つの意床「専

念専心」 9が生きて来る。するとここには、「彼の次御りな専念」、つまり「ひたすら暴力的行為に打ち込ん

でいた」という、新たな稼未り嘲灼取れる。

また、 itssweat-drenched ethic of discipline and courageは、 sweat-drenched「汗にまみれ如とethic「倫

理観、価値体系」という異色の組み合わせから、柔道というスポーツを通じて「汗まみれになりながら求める、

規律と勇気の倫理観」、あるいは、根性論のことと推察される。日本では彫郡りな価値観とされるそのスポー

ツ倫理だが、ここでは否定的な彰忠令いを持たせていること競惑じられる。 sweatには俗語で「拷問という

懃勅ゞあることに着目すると10、次のdisciplineの「懲戒折檻」というニュアンスと結び付く。さらにOED

9 OED (Simpson and Weiner, 1989)のdedicationの項に、 [fig.The giving up or devoting (of oneself, one's time, 

labour, etc.) to the service of a person or to the pursuit of a purpose]「比喩：（自分自身、自分の時間、労力などを）
ある人の奉仕へと、あるいはある目的の追求へと専念すること、没頭すること」とある(Vol.IV, p. 356)。OEDについ

てはこれ以降も、 Supplement以外は 1989年版であり、その日本語訳はいずれも拙訳である。

10 OED Supplement (Burchfield, 1986)では、動詞 sweatの項に、 [slang.To subject (a prisoner, etc.) to close 

interrogation or torture; to give the'third degree'to (someone)] 「俗語：（囚人など）を厳重な取り調べや拷問に

かける、（誰か）に拷問を与える」という記載があり、 sweat-box[a room in which a prisoner undergoes intensive 
questioning]「囚人が集中的尋問を受ける部屋」が名詞の例として挙げられている(Vol.IV, p. 665)。
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のcourageには 'wrath'という懃勅挙げられているか1、wrathには「懲罰、天罰j12という意床がある

ことから、 sweat-drenchedethic of discipline and courageには、「拷問だらけの、折檻と懲罰をよしとする価

値観という意勅隠されていると考えることができる。

さらに、園田はwatclringover the women「女出ヒちの世話をした」が、その様子は、 likea bear over his 

cubs「熊が自分の小熊を見守るよう」だったという。こ⑪祁分は、前半のhewas revered「彼は尊敬されたl

と呼応する。しかし、ここでbearが出てくることにより、この監督が別の顔を持っていること力瞳示される。

bearが人を象徴する時の意味「乱暴者、がさつ者」 13と、 cubの象徴としての意床「不作法註罪f、若造 14か

ら、 likea bear over his cubsは「あたかも一人の乱暴者が躾の悪い若者たちを見張るよう」だったという、別

の解罠が成立する。こ⑪峙watclringover the womenも、 hewas reveredと逆訛的に繋がり、改姓たちを監

視した」と読叫臭えることができる。するとここでも、暴力が当たり前のように振る舞ねげこであろうことが

疇される。

つまり、このリードの部分には、随所に「暴力」をキーワードとするメタファーが巧妙に織り込まれ、意味

の二重構造が図られていると考えられる。ここには VIOLENTHUMAN BEHAVIOR IS ANTh1AL 

BEHAVIOR<暴力的な人間行為は動物の行為である＞という概念メタファーが認められるCKovecses,2002) 

15。メタファーむ解き明かすことによって、一見肯定的な表現の裏に隠されている否定的な彰床合いが、強烈

なアイロニーとなって浮かび上がって来る。このようにして、園田がいかに暴力的で開勿的な人間であったか

を読み手に連想させる効果は大であろう。さらに、「元ジュニア柔道のスター選手」という輝かしい過去を持

ち出すことによって、暴力的群衛昔へと変身した現在の園田とのギャップカ荘壕づけられている。

ここでば監刷固人の人間性を問題にしているが、以下口詞譴漣盟の組織そのものへの言及がある。

町 formerOlympian Kaori] Yamaguchi's amazement, the all-male federation ignored the women and sent 

Sonoda back to work as national roach after a verbal warning. A month la記r,he was still boasting that his 

"strict" training methods paid off in London. 

「伍オリンピyク選手の）山口（香）が驚いたことには、男性ばかりの日本柔迦郵見は女子選手たちを無視

し、口頭注意だけで園田を全日本監督として⑪壬務に戻した一か月後園田はまだ自分の『厳格な』トレー

ニング方式がロンドンで成果をあげたと豪語していた」

the all-male federation ignored the women「男性ばかりのこ◎郵罪汝姓たち（の訴え）を無視した」の

叫 maleにより、今日の日本柔道界に君臨するトップ⑪餌勧男性支配社会であり、女性幹部を輩出していな

いこと力明らかにされる。確かに、日本のスポーツ組織における女性役員の比率は、あまりにも低いのが現状

11 OEDのcourageの項に[Anger,wrath]という記載がある(Vol.III, p. 1051)。
12竹林(2002、電子版）。 OEDのwrathの項には[Angerdisplayed in action: the manifestation of anger or fury, 
esp. by way of retributory punishment, vengeance:] 「行動に表わされた怒り。特に報いとしての罰・復讐のための、
怒りまたは激怒の現れ」とある(Vol.XX, p. 607)。
13 OEDのbearの項に、 [fig.A rough, unmannerly, or uncouth person.]「比喩：乱暴な、無作法な、あるいは粗野
な人」 となっている(Vol.II, p. 19)。

14 OEDのcubの項に、 [fig. An undeveloped, uncouth, unpolished youth.]「比喩：未成熟で、不作法で、洗練さ
れていない若者」とある(Vol.IV, p. 101)。
15 Kovecses (2002), p. 124. 
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である。世界では女性の登用率を20%に上げようという取り組みがある中、日本におけるその比率は、最新の

数字でも4.2%しかない16。こ⑬紀固ヽら、それはスポーツに限らないこと力雅定される。其際ビジネスの世界

においても、女性役員・瞑噺役比率の国際比較 (2013年）で、日本は45カ国中44位 (1.1%)という低さであ

ったことば主目に値する17。また最祈の「世界男女格差報告」 18から、政治の世界でも日本女性は重用されて

いないことが示される。例えば如拶臨翫議員⑪厚恰はわずか8%と低く、この頒抒での世閑ii郎立は118{忙であ

った。これらの数字からも、この国力多様性を認めない、硬直した男性圏並伝翌？あるというE鴻淀与えてい

ることは否めない。

さらに、日本社会の縦構造のあり方がもたらす弊害についても追及する。

Japan記notthe only coun切 strugglingwith violence and hazing in sport. …Butobse匹 erssay Japan's 

problem is complicated by the deep cultural reverence for the sensei, or teacher. 

「スポーツにおける暴力やしごきと樅闘しているのは、日本だけではない。．．．だが日本の問題は、靱師を意

味するセンセイというものに対する、文化的な深い敬意があるために、面倒なのだと識者は見ている」

坂上 (2013)によれば、海外でもスポーツにおける暴力は存在するが、日本⑰囮賠訳？は「1年奴隷、 2年

平民、 3年天皇、 4年神様lという序ダl即未だになくならず、中学校の部活でもこれほど「軍隊的芭診洞蚕い国」

は、他にゆはいのでゆはいか、そのような上下関係は、海外からの帰国生が日本の部活で最も嫌がることであ

るが、そ枯が「体罰」や「しごき」を生み受け入れる土壌となっているのだという19。元サッカー日本代表

監督であったオシム (2007)も、選手が濫清ヤ、意見する」紹験を持たずに育ったことを随叫見する究

この記事ではその背景として、日本人にはthedeep cultural reverence for the sensei「センセイに対する文

化砂ょ深い敬組があり、そのためにJapan'sproblem記complicated「日本の問題は厄介なのだ」と指摘す

る。そうしで紅tを与えられた側は、時にそれを櫛成として利用するのを躊箸わない。日本のスポーツ界では、
上位にある者力継渕的な権威をもって下位の者に服従を強いる風習が今も続いている。そこでは自由にものが

言えなし翡漿であることから、暴力が蔓延りやすい土壌となっているのが実情であろう。

3-3 The New York Time. 炉 (USN

Japan C,onfronts Hazards of Judo 「日本柔道事攻に立ち向かう」

by Daniel Krieger & Noriko Norica-Panayo組Kit.an呼，Apr.18, 2013, Section; C,olumn 0 

16平成 23年度に順天堂大学が、 JOC女性スポーツ専門部会の協力のもと実施した「スポーツ組織に関する調査」

の結果より。ウェブサイト「順天堂大学女性スポーツ研究」。

17 日本の 1.1%は、先進国の平均 11.8%、新興国の平均 7.4%を大きく下回る。 45位(0.0%)のモロッコは調査対

象企業がわずか2社だったのに対して、日本企業は447社が参加した上での数字なので、実質的には日本が最

下位と言えるだろう。ウェプサイト「世界ランキング統計局」の［各国の女性役員比率ランキングと推移(2013年）］。

18スイスにある国際団体「世界経済フォーラム」が 136カ国を比較している。朝日新聞 2013/12/7夕刊 3版(p.2)。
19坂上(2013)pp.44-47。

刃オシム(2007)p.48。

21 アメリカを代表する日刊紙で、創立は 1851年。特に国際情勢の報道にすぐれている。日本貿易振興会(I982) 

p. 153。2009年の発行部数は 92万 8千部。矢野恒太記念会編(2012)p.428。

22 フリージャーナリスト・翻訳家。 AP通信や TheTimesに記事を提供している。 Linkedln"Noriko 
Kitano"による。ここに、 NorikoNorica-Panayota Kitanoの書いたこの柔道記事のウェブサイト
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fLead] Daisuke Kitagawa turned 20 last month, but he does not know that. He has been in a coma since 

2008, after a bad full at a school judo competition, and his chance of waking up is extremely sfun. He 

dreamed ofbeooming a polire officer, but he never made it past the first month of high school 

「北川大輔は先月ニヤ歳む迎えたが、本人はそのことを知らない。 2008年学校の柔道大会芍放しく投げられて

からずっと爵l郵雄倶にあり、意識が戻る可能由誅駆）てわずかである。大補ぱ幣莉封になることを夢みていた

が、高校入学後一か月で敷誰ずたれたのだ」

2008年 5月に横浜で実際に起こった柔道事故から記事が始まる。この事故は一カ月前に柔道を始めた

ばかりの高校→四叫り1床輔が、体重が二倍もある紐験者の試合前練習で投げられて急牲潤l艇F血腫む起こし、

意識和明の状態は箔ったというものである究個l郵畑勘ヽら目覚める可能曲が extremelyslim「極めてわ祝）ヽ

し力ない」からは生きている限り意識不明の状態が続くのかもしれないという不安を駆り立てる。 Hedreamed

「彼は夢見た」と、北川少年の夢が語られる。かつては明るい未来が広がっていたのに、現実には henever 

made it「夢はコ変と届かなかった」のであった）

このように、最初に柔道のもたらす種蔑的塙煕菩の例を読者に提示し、その泡渕生を瞥告する。

Dr. Robeヰ Nishi.me,chairman of sports medicineあrUSA Judo, the spoヰ's細 era.ti.on,is a 

Japanese-American who has spoken t.o victims'釦叫ies.He said that the Japanese cultural trait of not 

giving up, called gaman, m袖texplain why a ooncussion, which can be subtle, oould be played down by 

the instructor or the child. The danger is that another head trauma soon after the initial inj叩 cancause 

"seoond血pactsyndrome", which can be devastating. 

「ロバート・ニシメ図師は、 USA柔直というスポーツ連盟のスポーツ医学委員長であり、睾性者の家族に助

言を与えてきた日系アメリカ人である。ニシメ回師は次のようは述べた我慢と呼ばれる、諦めないという日

本文化び附勁ヽら、な也闘認勤＼潜団生である場合もあるが、指導者や子供本人によっで怪く扱われること

があるのかを説明できるかもしれない。庖倹なことには、最初⑪網『から時間をおかずに再訊聡甜こ外傷を受

けると、『セカンド・インパクト・シンドローム』を引き起こすことがあり、これはひどい損傷をもたらす可

能性がある」

日本では、 aooncussion oould be played down by the instructor or the child. 「脳震盪が起こったとしても、

指導者も子供本人も大したことではないと思ってしまうことがある」が、それは、 theJapanese cultural trait 

of not giving up, called gam皿「我慢と呼ばれる、諦めないという日本文化⑰特記の也ヽではないかと、「我

慢を否定的に見ていることが遠まわしに語られる。そこには、日本人は「我圏をしなければならないと教

えられているために、重大塙鞘『に繋がる前兆を即過ごしてしまうのではないか、「我見せずにもっと早く

適切な処置を施していたら、大きな事故を防げたかもしれないのに、という批判的な思いが込められている。

しかしその対象は菜直を教える現場冴癖鱈とに対してというよりも、日本文化という、日本仕会の体質その

(http://www.nytimes.com/2013/04/18/sports/japan·confronts·hazards·of—judo.html?ref=global&_r=l 
＆）が載っているので、 NorikoKitanoとNorikoNorica・Panayota Kitanoは同一人物であると考えられ
る。 日本出身者である可能性もあるが、註 4と同様に扱う。

23 「柔道練習で障害高校に賠償命令、東京地裁、逆転判決」朝日新聞」2013/7/4(p. 38) 
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ものに向けられているために、自らも日系アメリカ人であるニシメ図師の言がひどく抑制された形になってい

ると考えられる。

確かに日本人は「我慢を美徳と教えられる。特にスポーツにおいては必要な要素であろう。しかしながら、

命の危険を冒してまで囲要すべきではないという認識が、スポーツの現場で不足しているとしたら、大きな問

題であると言わざるを得ない。

Physicallv disciplining children is still widely accepted in Japan, especially by coaches and parents, who 

see it as a legitimate educational tool. Uchida [Ryo Uchida, an assistant professor at Nagoya University], 

the school safety researcher, strongly objects to the practice.、'Theycall it corporal punishment," he said, 

、'butmore precisely, it's violence and abuse." 

「子供たちを身体的に罰することは、今でも、特に指導者や百共の両親によって、日本では広く受け入れられ

ている。指導者も親もそれを正当な教育の手段と見ているのだ）学校安全⑪i形~であるウチダ（ウチダリョ

ウ名古屋大痒個明党は、このような慣例に強く反発する。…『あの人達はこれを佐罰と呼びます』とウチダ

虞った。『でももっと四籠に言えば、曇力ですし、塵徳ですよ』」

still widely accepted「まだ広く受け入れられている」のstill「今でもなお」によって、physicallydisciplining 

children「子供たちを身体的に罰すること」は、実はずっと以前から違法であった行為であり、いけないこと

なのに、という前提が含意されている。そういう違法行為が今も続いているのは、それを翅寺する人たち

coaches and parents「コーチと颯がいるからであり、その理由は、whosee it as a legitimate educational tool 

「両者は体罰を教育の合法的な手要と見ている」からだというのである。ここに、いくら法律で体罰を禁止し

ても、子供を取り巻く大人が体罰を必要だとみなし、指導者による体罰を保護者が容認するという現氏がある

限り、体罰はなくならないのではないかという非難の論調力惑じられる。ウチタ准籾受の、そればcorporal

punishment''『体罰』ではなく、 "violenceand abuse''『暴力であり、虐待だ』という発言は、その気持ちを

代弁するものとなっている。

4 まとめ

多くの国民にとってスポーツは人生の楽しみの一つであり、時には生きるための支えともなるものであろう。

しかしt鵡ゞら、 2012年12月に丸坂の高校生がクラブのコーチの体罰に苦しんで自殺をした事件を発瑞に、日

本スポーツ界の暴力的体質が人々の注目を浴びることになった。海外の新聞もこの件を取り上げ、考えられる

原因を提示している。それははからずも、日本社会り特つ古し淋本質を露呈するものであった

オーストラリアの『デイリー・テレグラフ』紙は、日本の教育には軍国主義の名残りがあるという。多くの

体育大学出身の体育靱踊が、自らも「暴力的指導」を受けて育成されてきたことを考えると、学校のクラズ舌

動で今でも「体罰」がなくならないのは、この「暴力的指導」◎頻員という一つの問題に突き当たる。スポー

ツの場に「暴力的指導のイ母茄が残っていると考えることは、現輿的な見方として受け止められるであろう。

イギリスの『インディペンデント』紙は複数の要因を提示する。まず、指蒋者本人の刈閉としての資質が問

題となった。次に、全日本柔道連盟⑪晦餓自体が男性支配の様相を帯びていることから、日本社会は女性の声
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を無視する、男性優位仕会であることがボ唆されt¼ さらに、日本のスポーツ界には明確な上下関係があるこ

とが、暴力と関係しているのではないかと着目されたが、日本で虞昔尊者は尊敬を受ける存在であるという文

伯的な背景を考えると、これは厄介な問題だという指摘がなされたともに目新しい発見ではないが、日本ス

ポーツ界が長く抱える課題となるだろう。

アメリカの『ニューヨークタイムズ』紙からは、日本ではスポーツの指導者も保護者も、子供に対する体罰

を教育の手段として容認する厠旬があり、そのような意識が暴力を存続させている胴刃となっているのではな

いかと非難する姿勢が窺われたさらに、日本人の美徳とされる「我慢」という特性が、スポーツ事故を応逃

がすことに手を貸しているのではないかという危惧が示されt¼ こ⑬昔商芍墜見せず、スポーツにおける過度

の我慢は命匂蔀奥にさらす可能比があることを改めで臨蔽し、警告する必要がある。

今回はスキャンダルに近ヽ出来事を調査対象としたため、海作乃親闊が拙判的な見方を展開しているのは予息

通りであった。それでも日本の負の面をいたずらに扇り立てることはなく、日本社会を冷静に等身大に捉えようとし

ている姿勢も瘍われたここで示されたそれぞれの関因は必ずしも日本に特異なものであるとは思われないが、

少なくとも確実に日本ネ耳翌）一面を表わすものであり、海外から見た一つの（日本像であると言えるであろう。
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